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伊
勢
丹
労
使
が
均
衡
待
遇
概
念
の
確
認
へ
 

特集―パートと正社員の均衡処遇 

　
大
手
デ
パ
ー
ト
の
伊

勢
丹
の
労
使
は
こ
の
ほ

ど
、「
従
業
員
待
遇
の
あ

り
方
〜
均
衡
待
遇
概
念

に
つ
い
て
」
の
案
を
ま

と
め
た
。
職
場
討
議
を
経
て
、
来
年
四
月
を

メ
ド
に
労
使
協
議
会
で
最
終
的
に
確
認
す
る
。

同
社
は
均
衡
待
遇
を
ど
う
と
ら
え
、
ど
の
よ

う
に
実
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。
伊
勢

丹
労
組
（
約
九
四
〇
〇
人
）
の
宮
敦
・
本
部

委
員
長
に
聞
い
た
。 

   

均
衡
概
念
を 

　
ま
と
め
る
に
至
っ
た
経
緯 

　
均
衡
待
遇
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
「
新
・
組
合
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
ま
と
め
た

九
九
年
頃
。
い
わ
ゆ
る
契
約
社
員
に
あ
た
る

メ
イ
ト
社
員
を
九
八
年
に
組
織
化
し
、
パ
ー

ト
タ
イ
マ
ー
に
相
当
す
る
サ
ム
タ
イ
マ
ー
社

員
の
組
織
化
を
、
翌
年
に
控
え
て
い
た
当
時

ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。
雇
用
形
態
の
多
様
化
が

す
す
む
な
か
、
「
今
後
の
組
合
活
動
は
ど
う

あ
る
べ
き
か
」
の
議
論
と
そ
の
前
提
で
あ
る

組
織
化
が
な
け
れ
ば
、
均
衡
待
遇
を
検
討
す

る
こ
と
も
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。 

　
経
営
の
理
解
で
ユ
ニ
オ
ン
シ
ョ
ッ
プ
に
よ

る
組
織
化
に
踏
み
切
っ
た
が
、
組
合
員
に
し

た
以
上
は
目
に
見
え
る
実
績
が
欲
し
い
と
い

う
こ
と
で
、
〇
一
年
に
サ
ム
タ
イ
マ
ー
社
員

の
一
律
時
給
一
〇
円
ア
ッ
プ
を
獲
得
。
〇
三

年
春
闘
で
は
正
社
員
の
原
資
を
再
編
す
る
な

ど
し
、
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
型
福
利
厚
生
制
度
の

雇
用
形
態
に
応
じ
た
適
用
も
実
現
さ
せ
た
。 

　
そ
う
し
た
な
か
で
、
具
体
的
に
独
自
の
均

衡
概
念
を
つ
く
り
、
納
得
性
の
あ
る
コ
ン
セ

ン
サ
ス
形
成
を
め
ざ
す
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、

今
春
の
労
使
協
議
会
以
降
。
賃
金
体
系
を
職

能
資
格
給
か
ら
役
割
・
成
果
給
へ
改
革
す
る

に
あ
た
り
、
そ
の
ベ
ー
ス
と
な
る
均
衡
待
遇

概
念
が
不
可
欠
だ
っ
た
し
、
な
に
よ
り
均
等

待
遇
の
文
言
が
一
人
歩
き
を
始
め
た
こ
と
で
、

雇
用
形
態
間
の
摩
擦
を
オ
ー
プ
ン
に
議
論
で

き
る
土
壌
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
、
中
期
的
に

は
生
産
性
が
落
ち
る
と
い
う
危
機
感
も
あ
っ

た
。 

   
伊
勢
丹
労
使

の
考
え
る 

　
均
衡
待
遇
概
念
と
は 

 

弊
社
に
お
け
る
均
衡
待
遇
概
念
（
案
）は
正

社
員
、
メ
イ
ト
社
員
、
サ
ム
タ
イ
マ
ー
社
員

を
対
象
に
、
各
雇
用
形
態
に
は
①
期
待
さ
れ

る
役
割
②
キ
ャ
リ
ア
管
理
の
仕
組
み
③
本
人

都
合
・
本
人
選
択
の
幅
―
―
に
違
い
が
あ
る

た
め
、
こ
れ
ら
の
違
い（
＝
合
理
的
な
理
由
）

を
考
慮
し
て
総
合
的
労
働
条
件
の
均
衡
を
図

っ
て
ゆ
こ
う
と
い
う
も
の
。
つ
ま
り
、
将
来

的
に
ど
の
よ
う
な
責
任
・
権
限
を
担
う
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
る
か
は
雇
用
形
態
で
異
な

る
と
い
う
前
提
に
立
ち
、
中
長
期
的
な
キ
ャ

リ
ア
パ
ス
の
中
で
正
社
員
が
あ
る
時
期
、
た

と
え
メ
イ
ト
社
員
、
サ
ム
タ
イ
マ
ー
社
員
な

ど
と
同
じ
仕
事
に
就
く
こ
と
が
あ
っ
た
と
し

て
も
、
基
本
賃
金
は
違
っ
て
い
い
、
た
だ（
そ

の
格
差
に
）あ
る
程
度
の
範
囲
は
必
要
で
は

な
い
か
と
い
う
考
え
方
だ
。 

 

合
理
的
理
由
の
中
に
、
職
種
や
専
門
領
域

、

休
日
・
休
暇
、
勤
務
地
―
―
な
ど
の
自
由
度

合
い
を
、
「
本
人
都
合
・
選
択
の
幅
」
と
し

て
盛
り
込
ん
だ
点
は
、
正
社
員
は
就
社
だ
が

メ
イ
ト
社
員
は
就
職
に
近
く
、
サ
ム
タ
イ
マ

ー
社
員
は
店
舗
を
変
わ
る
こ
と
が
な
い
弊
社

の
働
き
方
に
よ
っ
て
い
る
。
有
期
契
約
と
一

口
に
言
っ
て
も
、
上
昇
志
向
派
と
会
社
と
の

関
わ
り
を
あ
る
意
味
割
り
切
る
派
の
二
極
化

が
す
す
ん
で
い
る
。
会
社
も
個
人
も
、
将
来

的
に
ど
の
役
割
ま
で
期
待
す
る
（
さ
れ
る
）

の
か
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。
待
遇

に
対
す
る
納
得
性
い
か
ん
は
、
将
来
に
わ
た

る
期
待
・
役
割
の
前
提
を
ま
ず
、
受
け
入
れ

て
も
ら
え
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
。 

   

均
衡
概
念

の
制
度
反
映 

 

近
年
、
正
社
員
採
用
は
大
卒
に
限
っ
て
き

た
た
め
、
お
買
い
場
（
売
り
場
）
は
今
後
、

現
に
在
籍
す
る
正
社
員
（
短
大
卒
・
高
卒
中

心
）
と
サ
ム
タ
イ
マ
ー
社
員
、
メ
イ
ト
社
員

で
構
成
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
職
務
の
重

さ
が
問
題
に
な
る
の
は
、
販
売
を
主
と
し
た

係
員
レ
ベ
ル
。
こ
こ
に
均
衡
概
念
に
伴
う
制

度
変
更
の
一
つ
と
し
て
、
来
春
を
メ
ド
に
期

待
・
役
割
を
明
示
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

 
顧
客
起
点
の
業
務
フ
ロ
ー
を
実
現
す
る
た

め
、
最
小
戦
闘
単
位
を
ブ
ロ
ッ
ク
に
置
く
体

制
を
築
き
つ
つ
あ
る
が
、
今
後
メ
イ
ト
社
員

に
は
ブ
ロ
ッ
ク
リ
ー
ダ
ー
、
サ
ム
タ
イ
マ
ー

社
員
に
も
サ
ブ
ブ
ロ
ッ
ク
リ
ー
ダ
ー
ま
で
担

っ
て
も
ら
う
方
向
に
あ
る
。
同
時
に
進
行
中

の
人
事
賃
金
制
度
改
革
で
は
、
ど
の
雇
用
形

態
で
も
同
じ
役
割
に
つ
く
以
上
、
そ
の
分
を

賃
金
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
考
え
て
い
る
。
実

現
す
れ
ば
、
役
割
ご
と
に
大
き
な
賃
金
差
は

な
く
な
る
。
例
え
ば
、
メ
イ
ト
社
員
の
ブ
ロ

ッ
ク
リ
ー
ダ
ー
に
は
数
万
円
が
上
乗
せ
さ
れ
、

少
な
く
と
も
本
給
は
正
社
員
の
ブ
ロ
ッ
ク
リ

ー
ダ
ー
と
ほ
ぼ
同
水
準
に
な
る
見
込
み
。
賞

与
は
差
が
あ
る
も
の
の
、
年
収
ベ
ー
ス
で
は

九
割
程
度
を
確
保
で
き
る
計
算
だ
。 

　
均
衡
概
念
を
反
映
す
る
制
度
変
更
の
も
う

一
つ
は
、
サ
ム
タ
イ
マ
ー
社
員
（
時
給
制
）

か
ら
メ
イ
ト
社
員
（
月
給
制
）
、
メ
イ
ト
社

員
（
一
年
契
約
更
新
）
か
ら
正
社
員
（
期
間

の
定
め
な
し
）
へ
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
課

題
。
現
在
で
も
サ
ム
タ
イ
マ
ー
社
員
に
は
、

メ
イ
ト
社
員
採
用
の
際
、
所
属
長
の
推
薦
と

本
人
意
思
に
基
づ
く
優
先
権
を
付
与
し
て
お

り
、
そ
れ
な
り
の
実
績
も
あ
る
。
一
方
、
メ

イ
ト
の
正
社
員
へ
の
登
用
に
つ
い
て
は
、
ど

う
い
う
人
を
ど
ん
な
ア
セ
ス
メ
ン
ト
で
正
社

員
に
転
換
し
て
い
た
だ
く
か
検
討
し
て
い
る
。 

 

と
は
い
え
企
業
の
生
き
残
り
に
は
、
総
額

人
件
費
も
勘
案
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
キ

ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
イ
コ
ー
ル
労
働
条
件
引
き

上
げ
の
意
味
合
い
と
捉
え
る
の
で
は
な
く
、

将
来
の
期
待
役
割
を
拡
げ
な
が
ら
、
伊
勢
丹

の
良
き
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
継
承
し
た
い
と
い
う
人
材

の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
こ
そ
が
重
要
だ
。 

   

正
社
員

に
は
厳
し
い
側
面
も 

 

均
衡
概
念
を
制
度
に
反
映
す
る
と
な
る
と

、

程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
ど
う
し
て
も
賃
金
の

基
軸
を
役
割
・
職
務
に
シ
フ
ト
せ
ざ
る
を
得

な
い
。
職
能
資
格
制
度
下
の
賃
金
は
実
態
と

し
て
右
肩
上
が
り
に
な
っ
て
き
た
が
、
そ
れ

で
は
例
え
ば
販
売
職
の
正
社
員
と
リ
ー
ダ
ー

職
に
つ
く
メ
イ
ト
社
員
の
間
に
均
衡
概
念
が

成
り
立
た
な
い
。
優
秀
な
人
は
ど
ち
ら
か
が

問
わ
れ
て
く
る
と
、
正
社
員
に
と
っ
て
は
厳

し
い
面
も
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

の
点
は
、
組
合
の
立
場
で
も
肯
定
し
て
い
る
。 

　 

（
聞
き
手
＝
調
査
部
　
渡
邊
木
綿
子
） 


